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要旨
我が国はバブルが崩壊して以降，不況の一途を辿り生活困窮の問題が社会問題となっている．平成27年

に生活困窮者自立支援法が施行され第２のセーフティーネットができ支援が行われたが，その相談件数は
年々上昇の傾向を辿っている，生活困窮者の窓口になっている市町村社会福祉協議会等は経済的困窮だけ
でなくクライエントが抱える多問題も一緒に支援していかなければいけない．

本研究では，職場外スーパービジョンを受ける前の実践能力の状況と職場外スーパービジョンを受けて
からの実践能力の状況，職場外スーパービジョンを受けての実践能力の変化について市町村社会福祉協議
会の３名のソーシャルワーカーを対象に個別で半構造化インタビューを行いテキストマイニングで分析を
した．

研究の結果（1）職場外スーパービジョンを受ける前の実践能力の状況の総抽出語数は4,085件，職場外
スーパービジョンを受けての実践能力の状況の総抽出語数は3,738件，職場外スーパービジョンを受けて
の実践能力の変化の総抽出語数は2,488件の語が抽出された．また，職場外スーパービジョンにて（1）自
己覚知を通じて実践能力の自信を高めること，（2）個人ではなく組織としてスーパービジョンの環境を整
えることでソーシャルワーカーの実践能力を高めることができると明らかになった．

キーワード：職場外スーパービジョン、生活困窮、実践能力

１．はじめに
我が国は1990年代前半にバブルが崩壊して以降，

不況の一途を辿り生活困窮の問題が深刻な社会問
題となっている．

総務省統計局１） の労働力調査の報告によれ
ば,2023年の平均正規職員・従業員数は3606万人
と前年に比べ18万人の増加となっているものの，
その一方で非正規の職員・従業員数も2124万人と
前年に比べ23万人増加している．

非正規雇用が増加するということは，正規雇用
とは違い安定した雇用状態でないことだけではな
く，正規雇用者に比べ賃金が低いことで生活が不
安定な状況に陥りやすい．

我が国では安定した雇用を土台として第１の
セーフティーネットである社会保険制度等があり，
最後の砦として第３のセーフティーネットである
生活保護がある．

しかし，近年の不況から安定した雇用形態を確
保することが難しく，生活保護に至るまでの生活
困窮者の自立支援を目的に第２のセーフティー
ネットとして平成27年に生活困窮者自立支援法が
施行され全国の福祉事務所に生活困窮者の支援を

行う窓口が設置された．
生活困窮者自立支援法が施行後，生活困窮者の

相談件数は年々上昇の傾向を辿っている．実際に
厚生労働省２）の「生活困窮者自立支援制度の現状
について」の報告でも生活困窮者自立支援法が施
行された平成27年度から令和２年度の６年間で新
規相談受付件数（延べ件数）は約195万件あった
と報告されている．また，平成27年度の新規相談
受付件数が226,441件あり，それ以降の令和１年
度までも新規相談受付件数の推移は約22万件～24
万件と似通った推移を辿っていた．しかし，令和
２年度の新規相談受付件数は786,163件とこれま
での件数と比べると約55万件近く増加した．

この令和２年度の急激な件数の増加背景には，
新型コロナウイルス感染症によって相談件数が増
加したと言われており，同報告内で相談者の変化
について窓口になっている自治体等へ調査を実施
した結果９割の自治体は相談件数が増えたと回答
していた．

相談内容に関して特に相談件数が増加したと回
答された項目は，「解雇・雇い止め等による非正
規雇用労働者からの相談が増えた」が84.6％，「就
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労支援が必要な人からの相談が増えた」が79.1％，
「外国籍の人からの相談が増えた」が66.5％だった．

生活困窮者の支援にあたっては，経済的困窮だ
けではなく疾病や障がい，虐待，介護，多重債務，
住所不安定等の様々な問題を抱えていることがあ
る．そのため，生活困窮者の窓口になっている市
町村社会福祉協議会や福祉事務所等は経済的困窮
のみの支援だけではなく，クライエントが抱える
多問題も一緒に支援していかなければいけない．

総務省行政評価局３）の「生活困窮者の自立支援
対策に関する行政評価・監視－結果報告書－」に
おいても「生活困窮者に対する支援は，必ずしも
法に基づく事業だけで完結するものではなく，
様々な関係機関、NPO法人などの民間団体、地域
住民等と緊密に連携，共同して行うことが求めら
れている」と周囲の関係機関等と連携しながら生
活困窮者の支援を展開する必要があるとしている．

生活困窮者を支援している支援員の課題につい
ては，丸山４）は生活困窮者の支援員を対象に実践
課題の調査をした結果，支援員が直面している支
援の難しさの課題において「ニーズに対応する
サービス（就職、訓練先など含む）を開拓するこ
と」47.5％，「相談者が問題解決へのモチベーショ
ン（意欲）を維持又は向上すること」46.7％，「相
談者の社会生活能力（身辺自立，金銭管理，社会
参加，コミュニケーション，自己統制など）を理
解すること」34.4％があると単に就労支援のみだ
けでなく，生活困窮者自身が問題を解決するため
の動機づけや，社会で生きていくための社会生活
能力の向上の支援の難しさを明らかにした．また，
支援員をバックアップする体制の必要性の中でも

「研修・教育に対する効果として、現状ではスー
パービジョンの機能が弱い」と，スーパービジョ
ンの機能及び体制づくりの指摘をしている．

生活困窮者の支援に関しては，経済的困窮だけ
解決すればいいという表面的なことではなく生活
困窮に陥っている様々な課題に対して支援を行う
必要があるため，支援員でもあるソーシャルワー
カー自身の実践能力が問われてくる．

ソーシャルワーカーの実践能力について，自立
相談支援事業従事者養成研修テキスト編集委員会
５）では生活困窮者の支援で求められる能力として

「専門性（専門技術の修得と向上） と， 組織性
（組織やチームの一員としての適切な役割行動）の
両面を実践できる能力が求められる」としている．

つまり単に経験年数によって知識等があるだけ
ではなく，ソーシャルワーク実践に対して，その
状況に応じて根拠のある臨機応変な対応と各関係

機関や多職種との連携がソーシャルワーカーには
求められる．そこでソーシャルワーカーの実践能
力を高める一つの方法としてスーパービジョンが
ある．

スーパービジョンに関して公益社団法人日本社
会福祉士会６）の認定社会福祉士制度のスーパービ
ジョン実施要綱にスーパービジョンの目的には

「スーパーバイジーの実践学習と専門職としての
知識と技術への訓練を促進・支援するためにソー
シャルワークの視点から実施するもの」 とし，
スーパーバイジーはスーパービジョンにて（1）社
会福祉士としてのアイデンティティを確立するこ
と（2）専門職として職責と機能が遂行できるこ
と（3）個別支援・組織・地域のすべてのレベル
における実践力を開発することの獲得を目的とし
ている．

また， 福山７） は，「ソーシャルワーク・ スー
パービジョンとは，管理，支持，教育という三機
能を提供することにより実践家の社会化の過程を
含む，専門職育成の過程である」としており，生
活困窮者等の多問題を抱えたクライエントの支援
をより効果的に行うためにもスーパービジョンは
必要である．

しかし，スーパービジョンの体制に関しての課
題もある．吉川８）はスーパービジョン体制の課題
に関して「スキルを備えた優れたバイザーに巡り
合うことはおろか，どこにそのようなバイザーが
おられるのかがわからない現状にあります」と指
摘している．

本研究ではスーパービジョンの体制が十分に整
備されていない市町村社会福祉協議会に対して，
職場外スーパービジョン（個別スーパービジョン）
を実施し，スーパーバイジーの実践能力の変化を
明らかにしていく．

また，職場外スーパービジョンの効果について，
浅野ら９）は「スーパーバイジーにとっては，日常
的に顔をあわせる職場の上司や同僚に自らの「わ
からないこと」や「できないこと」をさらけ出す
ことは大きな抵抗感を感じる」とし，組織外の人
間であるスーパーバイザーだからこそスーパーバ
イジーも率直な想いを語りやすい側面がある．

そして何よりもスーパービジョンを通じてスー
パーバイジーの実践能力を高めることができれば，
将来的にスーパーバイジーがスーパーバイザーと
なり，職場内でのスーパービジョンの体制が確立
し，常日頃からソーシャルワーカー同士で実践能
力を向上することができ，最終的には生活困窮者
等のクライエントへの支援に活かすことにもつな
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がる．

２．研究目的
本研究では生活困窮者等の支援を行っている市

町村社会福祉協議会のソーシャルワーカーを対象
に職場外スーパービジョンを取り入れたことによ
る実践能力の変化を明らかにすることを目的とす
る．

３．研究方法
３．１．研究の対象と倫理的配慮

本研究では筆者が2021年11月～2024年３月の
期間に職場外スーパービジョン（個別スーパービ
ジョン）を１ヶ月半～２ヶ月に１回の頻度で実施
したA県B市の市町村社会福祉協議会の生活困窮
者等の相談対応を行っていたソーシャルワーカー
３名を対象に個別に半構造化面接を用いてインタ
ビュー調査を実施した．

職場外スーパービジョン（個別スーパービジョ
ン）では，認定社会福祉士制度のスーパービジョ
ン実施要綱などを参考にしながら各スーパーバイ
ジーにノートを用いて， 目指したいソーシャル
ワーカー像の掘り下げや， スーパーバイジーが
スーパービジョンで取り上げたい課題（ケースな
ど）をもとにスーパービジョンの管理的機能・支
持的機能・教育的機能を用いてスーパービジョン
を実施し，スーパーバイジーの実践能力の向上に
取り組んだ．

スーパービジョンでスーパーバイジーが取り上
げた課題にはクライエントやその家族への関わり
方や，社会福祉協議会の組織改善に関する課題が
多く出された．

スーパービジョンの具体的な内容では第１回目
のスーパービジョンはスーパーバイジーに理想と
するソーシャルワーカー像について管理的機能の
視点から社会福祉協議会で求められるソーシャル
ワークと繋げながら整理を行い目指すソーシャル
ワークの方向性を明確にした． 第２回目以降の
スーパービジョンでは，スーパーバイジーがスー
パービジョンで取り上げたい課題に対してスー
パーバイジーの課題に対する取り組みをCompli-

ment（褒める）等の支持的機能を活用しスーパー
バイジーのモチベーションや自信を高める関わり
を行った．その上でスーパーバイジーが徐々に自
らの実践に自信を得始めた頃に教育的機能として
バイステックのケースワークの原則や社会福祉士
の倫理綱領，各スーパーバイジーの特性に応じた
アプローチの修得としてナラティブアプローチや
ソリューションフォーカストアプローチ，エコロ
ジカルアプローチ等のソーシャルワーク理論を用
いて取り上げた課題の分析を行った．また，記録
の書き方のスーパーバイズも行った． これらの
スーパーバイズを繰り返しながらスーパーバイ
ジーにスーパービジョンを実践した．

この調査対象者の属性は表１の通りである．調
査を実施する上では予め調査対象者へ研究の目的
や研究の辞退等を十分に説明した上で研究の同意
書を用いて本研究への参加の同意を得ている．

倫理的配慮に関しては、富山福祉短期大学研究
倫理審査委員会（2023－002号）の承認を得てい
る．インタビュー期間は2024年６月に実施した．

３．２．研究方法
本研究では調査対象者３名に対して個別に半構

造化インタビューで聞き取りを行い，そのデータ
をICレコーダーに録音し，逐語録を作成．逐語録
のデータはテキストマイニングにて分析を行った．
石田ら10）は「テキストマイニングはテキストを単
語や文節などに分割する自然言語処理方法を介し，
語句やモデリングしたパターンを集計し，データ
マイニングの手法で情報を掘り出す」とし，イン
タビューで得た多くの言語情報を定量的に言語同
士の関連性の強さ等を分析してくれる．本研究で
は，対象者３名に対して（1）職場外スーパービ
ジョンを受ける前の実践能力の状況，（2）職場外
スーパービジョンを受けての実践能力の状況，（3）
職場外スーパービジョンを受ける前と受けた後の
変化について，（4）職場外スーパービジョンが自
身のソーシャルワークにどのような変化をもたら
したのかについて聞き取りテキストマイニングの
KH Coderを用いて分析をした．

表１　調査対象者の属性

年代 性別 資格 

A 氏 30 代 女性 社会福祉士 

B 氏 40 代 女性 社会福祉士、精神保健福祉士 

C 氏 40 代 女性 社会福祉士 
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４．研究結果
インタビューの内容をテキストにした結果，（1）

職場外スーパービジョンを受ける前の実践能力の
状況の総抽出語数は4,085件の語が抽出された．抽
出された語のうち上位20語は「クライエント」

（48件），「思う」（27件），「ケース」（19件），「言
う」（19件），「自分」（18件），「特例貸付」（18
件），「支援」（16件），「行く」（15件），「アウト
リーチ」（14件），「感じ」（14），「相談」（14件），

「来る」（14件）、「ソーシャルワーカー」（13件），
「時間」（12件），「対応」（12件）、「本当に」（11
件），「外国籍」（10件），「コロナ」（８件），「社
協」（８件），「出る」（８件）であった．
（2）職場外スーパービジョンを受けての実践能

力の状況の総抽出語数は3,738件の語が抽出され
た．抽出された語のうち上位20語は「自分」（48
件），「思う」（36件），「スーパービジョン」（23
件），「実践」（19件），「聞く」（17件），「ケース」

（16件），「感じ」（15件），「ソーシャルワーカー」
（14件），「行く」（13件），「多分」（13件），「クラ
イエント」（12件），「言う」（12件），「支援」（12
件），「教科書」（11件），「今」（11件），「受ける」

（11件），「前」（11件），「理論」（10件），「スー
パーバイザー」（９件），「話」（９件）であった．
（3）職場外スーパービジョンを受けての実践能

力の変化の総抽出語数は2,488件の語が抽出され
た．抽出された語のうち上位20語は「思う」（39
件），「スーパービジョン」（29件），「受ける」（18
件），「ソーシャルワーカー」（15件），「自分」（11
件），「クライエント」（10件），「言う」（９件），

「今」（９ 件），「話」（９ 件），「意 識」（８ 件），
「スーパーバイザー」（７件），「支援」（７件），
「実践」（７件），「変わる」（７件），「振り返る」
（６件），「組織」（６件），「多分」（６件），「頑張
る」（５件），「時間」（５件），「大事」（５件） で
あった（表２）．文章中に出現する似通った言語
同士の関連性やその強さを視覚的に捉えるため共
起ネットワークを用いて分析した． 共起ネット
ワークの分析においては，最小出現数15回以上と
共起関係対象を上位20に設定し，ネットワーク上
において各語の中心的な役割を示す中心性媒介を
用いた．また，共起間ネットワークの関係をもと
に，各語の特徴を踏まえ注目する語を【　】，語
の内容を表すテキストを「　」で表記した（図表
１～３）．各視点の分析に関しては，【　】を共起
ネットワークで出現した中心性が高い注目する語
とし，「　」は語の文脈を示すKWICコンコーダ
ンスを用いて，注目する語【　】の文脈の意味を

詳しく説明するため，先行文脈と後続文脈につな
げ記述した．また，注目する語の文脈が分かるよ
う図表１-１～図表３-１で先行文脈と後続文脈で
注目する語とのつながりを表記した．

（1）職場外スーパービジョンを受ける前の実践能
力の状況

共起ネットワーク図の中央左あたりに【クライ
エント】があり，その周囲に【ケース】【特例貸
付】【自分】【言う】【思う】【支援】【行く】 があ
る．これらをKWICコンコーダンスで【クライエ
ント】を入力し検索すると，「疑問を持ちながら，
もう日々来るクライエントの対応を事務的に処理
していたっていう感じだった」，「そういうもっと
クライエントの背景の聞き取りができてなかった
なっていうふうに思います」，「外国籍のクライエ
ントの場合は本当に長いと１時間半とか２時間と
かかかる」，「毎日のように特例貸付の相談のクラ
イエントが来るので予約制にしてた」，「日中はも
うクライエントの相談対応に追われて」，「前は特
例貸付のコロナ禍っていうのをクライエントがも
のすごく増えているときだった」，「ひとまずその
クライエントの現在の生活を守るための一つとし
て，特例貸付をこなしていくっていうもう業務に
追われているような状態」があった（図表１-１）．

このことから，職場外スーパービジョンを受け
る前のソーシャルワーカーの実践能力については，
普段から多忙な業務に追われていたが、コロナ禍
によって生活困窮者の特例貸付の相談対応が増加
し，普段以上に日々追われながら業務を遂行して
いた．その結果，その対応が事務的な処理である
とソーシャルワーカーは疑問に感じながらでも，
その対応をしないと自分自身を保つことが難しい
状況であることがわかった．

（2）職場外スーパービジョンを受けての実践能力
の状況

共起ネットワーク図の中央あたりに【自分】が
あり， その周囲に【実践】【思う】【スーパービ
ジョン】【感じ】【聞く】【ケース】がある．これ
らをKWICコンコーダンスで【実践】を入力し検
索すると，「個別支援に関しては，経験値がもの
を言ってたと思うので自分はだから大学で学んだ
のが本当に勉強らしい勉強でその後は多分実践
ばっかりを繰り返してきて」，「改めてスーパービ
ジョンはまず受けたことなかったですし， スー
パービジョンってすごい一対一で何かいろいろ疲
れるのかなって思うと，そこを自分の私自身の実
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表2　頻出後（全体）上位20語

(1）職場外スーパービジョンを受ける前の実践能力の状況

抽出語（上位順） 出現回数 

クライエント 48 

思う 27 

ケース 19 

言う 19 

自分 18 

特例貸付 18 

支援 16 

行く 15 

アウトリーチ 14 

感じ 14 

相談 14 

来る 14 

ソーシャルワーカー 13 

時間 12 

対応 12 

本当に 11 

外国籍 10 

コロナ 8 

社協 8 

出る 8 

(2)職場外スーパービジョンを受けての実践能力の状況

抽出語（上位順） 出現回数 

自分 48 

思う 36 

スーパービジョン 23 

実践 19 

聞く 17 

ケース 16 

感じ 15 

ソーシャルワーカー 14 

行く 13 

多分 13 

クライエント 12 

言う 12 

支援 12 

教科書 11 

職場外スーパービジョンによるソーシャルワークの実践能力の変化に関する研究
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今 11 

受ける 11 

前 11 

理論 10 

スーパーバイザー 9 

話 9 

(3)職場外スーパービジョンを受けての実践能力の変化

抽出語(上位順) 出現回数 

思う 39 

スーパービジョン 29 

受ける 18 

ソーシャルワーカー 15 

自分 11 

クライエント 10 

言う 9 

今 9 

話 9 

意識 8 

スーパーバイザー 7 

支援 7 

実践 7 

変わる 7 

振り返る 6 

組織 6 

多分 6 

頑張る 5 

時間 5 

大事 5 
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先行文脈 注目する語 後続文脈

疑問を持ちながら,もう日々来る クライエント
の対応を事務的に処理していたっていう感じだ

った

そういうもっと クライエント
の背景の聞き取りができてなかったなっていう

ふうに思います

外国籍の クライエント
の場合は本当に長いと 1 時間半とか 2 時間とか

かかる

毎日のように特例貸付の相談の クライエント が来るので予約制にしてた

日中はもう クライエント の相談対応に追われて 

前は特例貸付のコロナ禍っていう

のを 
クライエント がものすごく増えているときだった 

ひとまずその クライエント

の現在の生活を守るための一つとして,特例貸付

をこなしていくっていうもう業務に追われてい

るような状態 

図表1　「職場外スーパービジョンを受ける前の実践能力の状況」の共起ネットワーク図

図表1-1　「クライエント」のKWICの出力結果

職場外スーパービジョンによるソーシャルワークの実践能力の変化に関する研究
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践を誰かにきちんとこう評価してもらったりと
かっていうことは今までなかった」，「当初理論と
実践をつなげると言われたのを聞いて，自分の大
学の恩師が実践は理論に基づいた実践でなければ
だめと言っていた」，「理論と実践をいつか結び付
ける機会があればなって思っていた」，「そういう
意味では， 理論と実践を往復しできるようにな
るっていう感じっていうのかな」，「スーパーバイ
ザーにしていただいたそのアプローチ等の理論と
実践を結びつけるスーパービジョンだと実践を理
論に置きにいくじゃないですけど，結び付け直し
に行くっていう感じなので自分の普段やっとるこ
とがちゃんと教科書になぞってやれてるよってい
う確認ができて，それはすごい支援の自信がつく」，

「何10年と実践してきてましたけど多分大学で学
んだワードは忘れていて」，「スーパービジョンを
始めた当時はやっぱり１年２年と繰り返し引き続
き，何度も何度も口に出すからちゃんと教科書用
語も自分の中にインプットされて実践とは結びつ
きやすくて」，「スーパービジョンをやって学んで，
ものすごく実践したいっていう自分の中でもそう
いう気持ちが出てきました」，「スーパーバイザー
と話してると，実践しこれはしてみたいって思う
んですけど，いざ本当の目の前にクライエントと
対面したときに，やっぱりうまく実践が違うなっ
ていうのがあって，またスーパーバイザーの次の
スーパービジョンでこう振り返ったりして納得す
る」，「また次にクライエントと面談したときに実
践してみてスーパービジョンに入っていくってい
うのが，私にとってもすごくいい時間だと感じま
した」，「技法が使えるんだなっていうことを知っ
て，職場内でも実践してみようと自分で思っては
いる」があった（図表２-１）．

このことから，職場外スーパービジョンを受け
ることで、それまで日々の業務に追われていた状
況で学生時代に学んでいたソーシャルワークの知
識等を忘れていたが， 自身が目指すソーシャル
ワーカーの理想像を考え，その理想像を土台に職
場外スーパービジョンで実践を振り返ることで，
学生時代の学びを思い出しながら実践と理論をつ
なげソーシャルワーカーとしての実践能力に対す
る自信が高まっていた．また，職場外スーパービ
ジョンで学んだことを実践で活かしたいという前
向きな気持ちも出てきたことがわかった．

（3）職場外スーパービジョンを受けての実践能力
の変化

共起ネットワーク図の中央右あたりに【思う】

があり，その周囲に【スーパービジョン】【受け
る】【ソーシャルワーカー】 がある． これらを
KWICコンコーダンスで【思う】を入力し検索す
ると，「もうちょっとそのアプローチの勉強が足
りないところなのかなって思います」，「スーパー
ビジョンを受けて仕事に対するモチベーションは
上がったって思っていて」，「業務に関してなんか
やっぱり自分がやりたい仕事って思いました」，

「クライエントのコメントが返ってきたりすると，
まあ，私なんかでも役に立ったのかなって思って，
やりがいを感じました」，「私はスーパービジョン
をやってよかったってまず思っているんですけど，
でもその心と体に余裕がないと向き合えない．す
ごく価値のある時間って思っている」，「職場に対
して思うこととすれば，そのスーパービジョンを
受けて終わりだとスーパービジョンを受けただけ
で終わってしまうので，スーパービジョンを受け
て何かしらこう行動変容を各々受けたソーシャル
ワーカーがこう行っていかないと，やっぱ効果的
なものにはならないと思う」，「やっぱりソーシャ
ルワーカーの個人のモチベーションが重要じゃな
いかなって思います」，「就業時間内にスーパービ
ジョンをやるじゃないですか．時に通常業務より
優先してすることによって，よりこうなんか．時
間外になって負担かかってってなると本末転倒だ
なって思う．そのスーパービジョンの時期はやり
たいソーシャルワーカーの選択制でもないですけ
ど」，「就業時間内のスーパービジョンはいいと思
います． その通常業務優先しないといけない」，

「より良い支援にはならないのかなっていう風に
思うので皆さん自己研鑽はずっとしないといけな
いけど，自己研鑽の仕方がスーパービジョンだと
適格」，「スーパービジョンやってて，その場でも
言ってたと思うんですけど１人で全部の理論を勉
強しだすと，定年し退職しそうなので結局そうな
ると，いろんな理論を知ってる人たちが集まって
話をした方が早い」，「自分たちのなんていうか支
援するクライエントの幸せに寄与するよっていう
ことがわかればいいんだろうなって思うから頑張
ろうってなってありがたい」，「スーパービジョン
を受ける前と受けた後，一番思うのは自分の気持
ち，意識するところ」，「実践してみたということ
だけでも１人で実践したところで，多分挫けると
思うんですよ．スーパーバイザーと定期的に会っ
て， 面談するのも大事だし， やっぱ私以外にも
スーパービジョンを受けているソーシャルワー
カーがいることで，今こんなんなんだよねってい
う話ができるのはすごく良かった」，「ソーシャル
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先行文脈 注目する語 後続文脈

個別支援に関しては,経験値がも

のを言ってたと思うので自分はだ

から大学で学んだのが本当に勉強

らしい勉強でその後は多分

実践 ばっかりを繰り返してきて

改めてスーパービジョンはまず受

けたことなかったですし,スーパ

ービジョンってすごい一対一で何

かいろいろ疲れるのかなって思う

と,そこを自分の私自身の

実践
を誰かにきちんとこう評価してもらったりとか

っていうことは今までなかった

当初理論と 実践

をつなげると言われたのを聞いて,自分の大学の

恩師が実践は理論に基づいた実践でなければだ

めと言っていた

理論と 実践
をいつか結び付ける機会があればなって思って

いた

そういう意味では,理論と 実践 
を往復しできるようになるっていう感じってい

うのかな 

図表2　「職場外スーパービジョンを受けての実践能力の状況」の共起ネットワーク図

職場外スーパービジョンによるソーシャルワークの実践能力の変化に関する研究
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スーパーバイザーにしていただい

たそのアプローチ等の理論と 
実践 

を結びつけるスーパービジョンだと実践を理論

に置きにいくじゃないですけど,結び付け直しに

行くっていう感じなので自分の普段やっとるこ

とがちゃんと教科書になぞってやれてるよって

いう確認ができて,それはすごい支援の自信がつ

く 

何 10 年と 実践 
してきてましたけど多分大学で学んだワードは

忘れていて 

スーパービジョンを始めた当時は

やっぱり 1 年 2 年と繰り返し引き

続き,何度も何度も口に出すから

ちゃんと教科書用語も自分の中に

インプットされて

実践 とは結びつきやすくて 

スーパービジョンをやって学ん

で,ものすごく 
実践 

したいっていう自分の中でもそういう気持ちが

出てきました 

スーパーバイザーと話してると, 実践 

しこれはしてみたいって思うんですけど,いざ本

当の目の前にクライエントと対面したときに,や

っぱりうまく実践が違うなっていうのがあって,

またスーパーバイザーの次のスーパービジョン

でこう振り返ったりして納得する 

また次にクライエントと面談した

ときに 
実践 

してみてスーパービジョンに入っていくってい

うのが,私にとってもすごくいい時間だと感じま

した 

技法が使えるんだなっていうこと

を知って,職場内でも 
実践 してみようと自分で思ってはいる 

図表2-1　「実践」のKWICの出力結果
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ワーカーの仲間意識は高くなった気はします．た
だそこだけじゃなく本当は別の部署にもだった
りっていうのは大事だって思う．コロナだったん
でまず自分の部署のソーシャルワーカーが潰れな
いようにっていうのは，思ってたんで，そこはす
ごい守れたなって思う」，「まだできることあるん
だっていういかになんだけどまだ身についてない
出せてないっていうのが，あるなっていうのはす
ごい思ってるんで，やっぱ実践意識してかないと，
忘れていくなって」があった（図表３-１）．

このことから，職場外スーパービジョンを受け
る前と受けてからのソーシャルワーカーの実践能
力の変化としては，職場外スーパービジョンを通
じて自身の実践を振り返り， 職場外スーパービ
ジョンで学んだことを意識して実践することでク
ライエントに対する支援への自信も高まった．ま
た，就業時間内に組織が職場外スーパービジョン
の時間を確保したこと， 一人ではなく他のソー
シャルワーカーも職場外スーパービジョンを受け
たことから，一緒に成長している仲間がいるとの
思いで仲間意識が高まり， お互いに切磋琢磨に
ソーシャルワーカーとしての実践能力を高めよう
とする姿があることがわかった．

５．考察
本研究では，職場外スーパービジョンを受ける

前の実践能力の状況と職場外スーパービジョンを
受けてからの実践能力の状況，職場外スーパービ
ジョンを受けての実践能力の変化について生活困
窮者等の支援を行っている３名のソーシャルワー
カーを対象に個別に半構造化インタビューを行い，
そのデータをテキストマイニングで分析を行った．

その結果から（１）自己覚知を通じて実践能力
の自信を高めること，（２）個人ではなく組織と
してスーパービジョンの環境を整えることでソー
シャルワーカーの実践能力を高めることができる
と考えられる．

（1）自己覚知を通じて実践能力の自信を高める
自己覚知を通じて実践能力の自信を高めること

に関しては，職場外スーパービジョンを受ける前
の実践能力の状況は「疑問を持ちながら， もう
日々来るクライエントの対応を事務的に処理して
いたっていう感じだった」，「日中はもうクライエ
ントの相談対応に追われて」，「前は特例貸付のコ
ロナ禍っていうのをクライエントがものすごく増
えているときだった」，「ひとまずそのクライエン
トの現在の生活を守るための一つとして，特例貸

付をこなしていくっていうもう業務に追われてい
るような状態」があり，日頃から業務に追われ自
身の実践の振り返りもままならない状況であった．
しかも，新型コロナウイルス感染症の影響によっ
て窓口相談に来る生活困窮者のクライエントや外
国籍のクライエントの数が増加し，特例貸付など
の対応に日々追われ事務的な処理で業務を遂行し
ていると自覚がありながらも，その業務を遂行し
なければ自身を保つことが出来ない状況があった．

そのため，ソーシャルワーカーとしてのアイデ
ンティティの揺らぎや疑問を抱きながら業務を遂
行することでソーシャルワーカーとしての実践能
力の自信も失い始めていた．この自信を失い始め
たことに関しては，清水ら11）は「ソーシャルワー
クは対人援助の一つのプロセスなので，その内容
や進行が外からみえにくい，そして１回限りの全
く個別的な作業である」とし，ソーシャルワーク
のプロセスが周囲から見えにくく理解も十分にさ
れにくいことでバーンアウト（燃え尽き症候群）
につながるとしており，本研究においても職場外
スーパービジョンを受ける前のソーシャルワー
カーはバーンアウト（燃え尽き症候群）に陥るリ
スクを抱えながら業務を遂行していた．

しかし，職場外スーパービジョンを受けてから
の実践能力の状況においては職場外スーパービ
ジョンを受けはじめるようになり，当初は「改め
てスーパービジョンはまず受けたことなかったで
すし，スーパービジョンってすごい一対一で何か
いろいろ疲れるのかなって思うと，そこを自分の
私自身の実践を誰かにきちんとこう評価しても
らったりとかっていうことは今までなかった」こ
とから，職場外スーパービジョンに対する抵抗感
を抱きながらでも，実際に職場外スーパービジョ
ン受けることで，「スーパービジョンをやって学
んで，ものすごく実践したいっていう自分の中で
もそういう気持ちが出てきました」，「スーパーバ
イザーにしていただいたそのアプローチ等の理論
と実践を結びつけるスーパービジョンだと実践を
理論に置きにいくじゃないですけど，結び付け直
しに行くっていう感じなので自分の普段やっとる
ことがちゃんと教科書になぞってやれてるよって
いう確認ができて，それはすごい支援の自信がつ
く」，「また次にクライエントと面談したときに実
践してみてスーパービジョンに入っていくってい
うのが，私にとってもすごくいい時間だと感じま
した」，
「技法が使えるんだなっていうことを知って，職

場内でも実践してみようと自分で思ってはいる」

職場外スーパービジョンによるソーシャルワークの実践能力の変化に関する研究
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先行文脈 注目する語 後続文脈

もうちょっとそのアプローチの勉強が足

りないところなのかなって
思い ます

スーパービジョンを受けて仕事に対する

モチベーションは上がったって
思って いて

業務に関してなんかやっぱり自分がやり

たい仕事って
思い ました

クライエントのコメントが返ってきたり

すると,まあ,私なんかでも役に立ったの

かなって

思って やりがいを感じました

私はスーパービジョンをやってよかった

ってまず 
思って 

いるんですけど,でもその心と体に余裕がな

いと向き合えない.すごく価値のある時間っ

て思っている 

職場に対して 思う 

こととすれば,そのスーパービジョンを受け

て終わりだとスーパービジョンを受けただけ

で終わってしまうので,スーパービジョンを

受けて何かしらこう行動変容を各々受けたソ

図表3　「職場外スーパービジョンを受けての実践能力の変化」の共起ネットワーク図
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ーシャルワーカーがこう行っていかないと,

やっぱ効果的なものにはならないと思う 

やっぱりソーシャルワーカーの個人のモ

チベーションが重要じゃないかなって
思い ます 

就業時間内にスーパービジョンをやるじ

ゃないですか.時に通常業務より優先し

てすることによって,よりこうなんか.

時間外になって負担かかってってなると

本末転倒だなって 

思う 
そのスーパービジョンの時期はやりたいソー

シャルワーカーの選択制でもないですけど

就業時間内のスーパービジョンはいいと 思い ます.その通常業務優先しないといけない 

より良い支援にはならないのかなってい

う風に 
思う 

ので皆さん自己研鑽はずっとしないといけな

いけど,自己研鑽の仕方がスーパービジョン

だと適格 

スーパービジョンやってて,その場でも

言ってたと 
思う 

んですけど 1 人で全部の理論を勉強しだす

と,定年し退職しそうなので結局そうなると,

いろんな理論を知ってる人たちが集まって話

をした方が早い 

自分たちのなんていうか支援するクライ

エントの幸せに寄与するよっていうこと

がわかればいいんだろうなって 

思う から頑張ろうってなってありがたい 

スーパービジョンを受ける前と受けた

後,一番 
思う のは自分の気持ち,意識するところ 

実践してみたということだけでも 1 人で

実践したところで,多分挫けると 
思う 

んですよ.スーパーバイザーと定期的に会っ

て,面談するのも大事だし,やっぱ私以外にも

スーパービジョンを受けているソーシャルワ

ーカーがいることで,今こんなんなんだよね

っていう話ができるのはすごく良かった 

ソーシャルワーカーの仲間意識は高くな

った気はします.ただそこだけじゃなく

本当は別の部署にもだったりっていうの

は大事だって 

思う 

コロナだったんでまず自分の部署のソーシャ

ルワーカーが潰れないようにっていうのは,

思ってたんで,そこはすごい守れたなって思

う 

まだできることあるんだっていういかに

なんだけどまだ身についてない出せてな

いっていうのが,あるなっていうのはす

ごい 

思って 
るんで,やっぱ実践意識してかないと,忘れて

いくなって 

図表3-1　 「思う」のKWICの出力結果

職場外スーパービジョンによるソーシャルワークの実践能力の変化に関する研究
－生活困窮者支援担当のソーシャルワーカーの視点－
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などとスーパービジョンを通じて自身のソーシャ
ルワーカーの理想像を考え日々の実践の振り返り
を行うことで徐々にソーシャルワークの実践能力
に自信がつきはじめ，ソーシャルワークの知識や
理論等を意識しながらクライエントの支援に活か
し実践していた．

職場外スーパービジョンの効果について浅野12）

は「組織のつながりがないスーパーバイザーであ
ることにより，その抵抗感が減じられ，率直な反
応を返しやすい面がある」としており，同じフロ
アで日々顔を合わせて業務を行っている組織内の
ソーシャルワーカー同士でのスーパービジョンよ
りも，組織とは利害関係がない職場外スーパービ
ジョンだからこそ，スーパーバイジーは自身の想
いなどを率直にスーパービジョンのなかで語り，
日々の実践の振り返りができたと考えられる．

ソーシャルワーカーの実践能力を高めるために
も，先ずは自らの実践を振り返る時間を確保し，
自己覚知を行うことが必要である．自己覚知の必
要性については吉川ら13）が「クライエントの話・
置かれている状況などにたいする援助者自身の感
情の状態を確認する必要があります．これを自己
覚知と言い，それを簡潔に表現するなら，『その
ときそのときのありのままの自分を知ること』と
いえます」とし，スーパービジョンにてスーパー
バイジーがスーパーバイザーと一緒に自己覚知を
することで自身の内省を整え日々のソーシャル
ワークと向き合いながら，自らの実践能力をソー
シャルワークの知識や理論等と照らし合わせて客
観的に整理することで実践能力の自信を高めるこ
とができていた．

（2）個人ではなく組織としてスーパービジョンの
環境を整える

個人ではなく組織としてスーパービジョンの環
境を整えることに関しては， 通常の職場外スー
パービジョンは業務時間外で職場とは違う場所で
スーパービジョンを行うことが多い．本研究では，
職場外スーパービジョンを行う際に就業時間内及
び職場内でスーパービジョンを行うことを取り交
わし職場外スーパービジョンを実施した．そのこ
とから，「就業時間内のスーパービジョンはいい
と思います．その通常業務優先しないといけない」，

「就業時間内にスーパービジョンをやるじゃない
ですか． 時に通常業務より優先してすることに
よって，よりこうなんか．時間外になって負担か
かってってなると本末転倒だなって思う． その
スーパービジョンの時期はやりたいソーシャル

ワーカーの選択制でもないですけど」などといっ
たように就業時間内に職場で職場外スーパービ
ジョンを実施するからこそ，スーパーバイジーも
物理的な移動の負担や業務時間外での時間の確保
といった負担が軽減された．

また， 一人ではなく複数名同じ時期に職場外
スーパービジョンを受けたことで，「スーパービ
ジョンやってて，その場でも言ってたと思うんで
すけど１人で全部の理論を勉強しだすと，定年し
退職しそうなので結局そうなると，いろんな理論
を知ってる人たちが集まって話をした方が早い」，

「実践してみたということだけでも１人で実践し
たところで， 多分挫けると思うんですよ． スー
パーバイザーと定期的に会って，面談するのも大
事だし，やっぱ私以外にもスーパービジョンを受
けているソーシャルワーカーがいることで，今こ
んなんなんだよねっていう話ができるのはすごく
良かった」，「ソーシャルワーカーの仲間意識は高
くなった気はします．ただそこだけじゃなく本当
は別の部署にもだったりっていうのは大事だって
思う． コロナだったんでまず自分の部署のソー
シャルワーカーが潰れないようにっていうのは，
思ってたんで，そこはすごい守れたなって思う」
などのことから，自然とスーパーバイジー同士で
仲間意識が芽生えお互いに職場外スーパービジョ
ンで学んだことを話し共有することで相互にソー
シャルワーカーの実践能力を高めていた．自立相
談支援事業従事者養成研修テキスト編集委員会14）

でも生活困窮者の支援を行う組織の環境に対して
「職員の育成においては，理念等を具現化できる
方法を，職員一人ひとりが実践に照らして考え，
明らかにして，組織で共有できる力をはぐくむ必
要がある」 とし， 本研究でも職場外スーパービ
ジョンを通じてスーパーバイジーが自分一人だけ
でなく他のスーパーバイジーや他部署の職員の実
践能力の向上を高める必要があると意識づけがさ
れたことで，組織としてスーパービジョンの必要
性の価値を醸成させることができたと考えられる．

６．結論
本研究によって，職場外スーパービジョンを受

ける前は日々の業務に追われている状況であった
のが， 職場外スーパービジョンを受けることで
日々の実践を自己覚知しながら振り返りソーシャ
ルワークの知識や理論等と実践を結び付け実践能
力を高めていることが明らかになった．また，就
業時間内及び職場内で職場外スーパービジョンを
実施したことで，スーパーバイジーの移動や時間
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の確保の負担が軽減され，かつスーパーバイジー
同士でスーパービジョンでの学びを共有していた
ことで相互に刺激し合い実践能力を高めていたこ
とから，一人でなく複数名のスーパーバイジーが
同時期にスーパービジョンを受けることの重要性
も明らかになった．

しかし， 今後の課題として職場外スーパービ
ジョンはあくまでもスーパーバイザーは外部の人
間であるため，スーパービジョンの機能の一つで
ある管理的機能が乏しいという課題がある．その
ため，本研究の課題として，スーパービジョンの
管理的機能の補完や，最終的にスーパーバイジー
がスーパーバイザーとなって職場内スーパービ
ジョンを組織内に根付かせるための仕組み及び体
制づくりを如何に実施していくかが課題となる．
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Research on changes in social work practical ability 
due to off-the-job supervision 

-Perspective of a social worker in charge of supporting the needy-

Naoki Nakamura
Department of Social Welfare, Toyama College of Welfare Science

Abstract: 
Since the bursting of the bubble economy, Japan has been in a steady state of recession, and the 

problem of living in poverty has become a social issue.
In 2015, the Act on Supporting the Independence of People in Need was enacted, creating a second 

safety net and providing support. However, the number of consultations has been increasing year by 
year, and municipal social welfare councils, etc., which serve as a point of contact for people in poverty, 
are providing support not only for financial hardship but also for the many problems faced by clients.

In this study, we investigated the situation of practical ability before receiving off-the-job supervision, 
the state of practical stress after receiving off-the-job supervision, and the change in practical ability 
after receiving off-the-job supervision. Semi-structured interviews were conducted with three social 
workers and analyzed using text mining.

Research results (1) The total number of words extracted regarding the status of practical ability be-
fore receiving outside supervision was 4,085, and the total number of extracted words regarding the 
status of practical ability after receiving outside supervision was 3,738. A total of 2,488 words were ex-
tracted regarding changes in practical ability after receiving training.In addition, in the outside work-
place supervision, (1) increasing confidence in practical ability through self-awareness, (2) individual It 
has become clear that the practical abilities of social workers can be improved by creating an environ-
ment for supervision as an organization.

Keywords: Off-the-job supervision, poverty, practical ability
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成人看護学実習「急性期」を通して育まれる看護学生の看護観の様相
　

大橋　達子
富山福祉短期大学　看護学科
（2024.8.20受稿,2024.11.25受理）

要旨
成人看護学実習「急性期」の過程で、看護学生の看護観はどのように育まれていくのか、その過程を明

らかにすることを目的に、A短期大学看護学科３年生の実習後に無記名の記述式アンケートを実施した。
分析の結果、23の概念と５つのカテゴリーが生成された。

学生は、成人看護学実習「急性期」において、周術期の病棟・手術室・集中治療室における実習を通し
て、＜急性期の場に圧倒される＞現実に出会う。学生は臨床指導者から指導を受けながら実習する中で、
＜日常生活を創るケア＞に気付き、患者や家族の姿を＜自分におきかえて看護を学ぶ＞。そして、＜常に
考え、出来ることを援助する＞ことで、≪患者を支え伴走する看護≫を目指し、急性期看護の実践を体験
し、周術期の看護を自身の中に形成していた。

キーワード：看護学生、看護観、成人看護学実習（急性期）

１．はじめに
A短期大学看護学科では、１年次より総合科目

とともに専門基礎科目として、「人体の構造と機
能」「疾病の成り立ちと回復の促進」「社会保障制
度と生活者の健康」を学ぶ。専門科目では「看護
の基本」として「看護技術論」「生活行動援助技
術論」「回復促進援助技術論」を学ぶとともに、各
看護概論を講義・演習から学ぶ。２年次では、さ
らに各領域の援助論において看護過程を学び、「看
護の実践」として基礎看護学実習を経て、看護学
科の２年次後期終盤から始まる一連の領域別実習
へとつながる。

成人看護学実習Ⅰ(以下急性期とする)は、成人
看護学援助論Ⅰ・Ⅱ（急性の経過をたどる病期の
看護）として、学内で学んだ看護過程を急性期病
院施設実習で実践する課程である。

A短期大学における臨地実習の目標である「学
んだ知識や技術を実践の場で活用・統合し、人々
の健康課題に対応し、人々の暮らしを支える看護
職として成長し続けるための実践力を身につける」
場となる。

成人看護学実習（急性期）の目的は、「手術を
受ける患者の術前・術中・術後の特徴を理解し、
患者及び家族のニーズに応じた看護過程を展開し、
手術を受ける患者の回復支援のための看護師の役
割を理解する。手術中患者の看護の要点を知る。
クリティカルな状況にある患者の特徴と看護を知
る」である。

成人看護学実習（急性期）は、２日間の手術室
実習と２日間の集中治療ユニット（以下ICU）の
実習を含む周術期看護を術前から術後（退院指導
まで）を３週間で経験する。看護学生（以下学生
とする） は、 入学から１年９カ月目には、 クリ
ティカルな急性期の現場に足を踏み入れ、入院期
間短縮の進む病棟で、低侵襲・鏡視下手術を受け
る患者の経過の速い周手術期に身を投じることに
なる。領域別実習の中でも、周手術期を経験する
成人看護学実習（急性期）は展開や経過が早く、
事前学習でレディネス形成の後に実習を行うが、

「患者の経過についていけない」と、実習の大変
さと困難感やストレスを抱く学生は多い１）-６）。そ
のような中でも、学生の個別的な援助の効果の実
感や【患者の気持ちに寄り添い信頼を得た実感】
などの成功体験に関する研究７）や学びの構造に関
する研究もみられた８）-11）。

看護学生の看護観は、学内での専門的な講義・
演習や臨地実習での経験を、学生自身が統合し自
らの看護観として育成していくと言われる12）-16）。
また、「ICU・HCU実習を経て、自己の看護を振
り返り、自己の体験を肯定できたことが、看護観
形成には重要と考えられた」と述べられている17）。
これらより、学生は周手術期・急性期の看護を体
験し、学び、学生なりの急性期看護を築いている
のではないかと考えた。 しかし、 学生の周手術
期・急性期の看護観がどのように育成されていく
かについては明らかにされていない。そこで、本

成人看護学実習「急性期」を通して育まれる看護学生の看護観の様相
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研究では、成人看護学実習（急性期）の中で、看
護学生の看護観はどのように形成されていくのか
を検討する。

２．目的
成人看護学実習（急性期）の過程で、学生の看

護観はどのような様相をもって育まれていくのか、
その過程を明らかにする。

３．方法
３．１　研究デザイン：質的記述的研究
３．２　�対象：A短期大学３年生の時期に「成人

看護学実習（急性期）」（臨地）を終えた
学生のうち同意の得られた31名

３．３　期間：2022年７月から９月
３．４　方法：
・成人看護学実習（急性期）の終了日に、研究の
調査内容と回収方法を説明し、自記式調査用紙を
配布した。
・調査用紙の回収は、短大２階に設置された研究
者の鍵のかかるBOXに各自で投函する。
・調査の質問は記述式とし、「看護を感じた場面
を描き、その時何を感じたか、考えたかを自由に
記述する」ことを依頼した。
・ 提出された調査用紙の内容は、 修正版グラン
デッドセオリーアプローチ（以下M-GTAとする）
を参考に質的に分析を行った。
分析対象者は、「（臨地で）成人看護学実習（急性
期）を終えた学生」
分析テーマは「（学生の中で）看護観を形成して
いく過程」とした。
３．４　倫理的配慮

本研究は富山福祉短期大学倫理委員会の承認を
得て実施した（2022.003号）。

データの収集において、研究対象者には、無記
名の調査であり、自由意思での参加と参加の有無
により成績に関与することはないことを保証し、
回収は研究者の鍵のかかる提出BOXへの投函と
し、投函することをもって同意とした。回収した
質問紙は、記号を付記して取り扱い、鍵のかかる
場所に保管し、分析後は５年間保管した後にシュ
レッダーで裁断し破棄するとした。

本研究の発表に関連して開示すべき利益相反関
係にある企業、団体等はない。

４．結果
調査用紙の回収数は31枚、文字数5474文字で

あった。病棟・手術室・ICUの部署別に記述され

たデータは病棟３、手術室11、ICU14、部署の記
述なし３で、ICUにおける記述が最も多かった。
描かれた場面は自分自身の実践であったり、看護
師の実践であったり、どちらも見られた。

分析の結果、23の概念と５つのカテゴリーが生
成された（＊表「生成されたカテゴリーと概念」
参照）
４．１　ストーリーライン

分析から明らかになった「看護観を形成してい
く過程」ストーリーラインは以下のとおりであっ
た。

コアカテゴリーを≪　≫、カテゴリーを＜　＞、
概念を【　】で示す。

成人看護学実習（急性期）において、学生は、
周術期の病棟・手術室・ICUにおける実習を通し
て、＜急性期の場に圧倒される＞現実に出会う。
指導を受けながら実習する中で＜日常生活を創る
ケア＞に気付き、対象となる患者や家族の姿を＜
自分におきかえて看護を学ぶ＞ことを通して、＜
常に考え出来ることを援助する＞ことで、『患者
を支え伴奏する看護』を目指して、急性期看護の
実践を体感し、周術期の看護を自身の中に形成し
ていた。
４．２　生成されたカテゴリーと概念

生成されたカテゴリーとカテゴリーを構成する
概念について記述する。記述されたデータ内容は

「　」で示す。
＜急性期の「場」に圧倒される＞は、【生命維

持の最前線にひるむ】【現場の臨場感にゆさぶら
れる】【微細な変化を察知する】【現場のケアに手
が動かない】の４つの概念から構成された。

学生は、初めての手術室・ＩＣＵや日々患者の
状態が変化していく病棟実習の中で、学内で行っ
た演習では追い付けない現実を目の当たりにする。

「ICUで人工呼吸器を装着している患者さんをた
くさんみました。最初みたとき怖いと感じました」
と記述されたように【生命維持の最前線にひるむ】
体験をする。「ある患者のモニターが反応したと
きにナースステーションの看護師が全員走ってそ
の患者の病室に入り、声をかけていた」状況に圧
倒され、「手も足も出ない」と感じ、立ち尽くし

【現場の臨場感にゆさぶられる】。「本人は自覚し
ていないぐらいの息切れを感じとってSPO２を
測ったり、呼吸音を聞いたりしていた」【微細な
変化を察知する】看護師の行動を観ることに精一
杯になりながらも、指導者に促され重症患者の日
常ケアに参加し、その身体に触れケアの一端を担
う。「術後に多くのドレーンやチューブ類が挿入
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された患者さんに対し、清拭を行う場面で」【現
場のケアに手が動かない】自身と患者の様子に気
配りをしながら、手をとめることなくケアを実施
する看護師の手際と技術に注目していた。

＜日常生活を創るケア＞は、【救命の中の「日
常生活」を知る】【看護の使命を支える技術に気
付く】【切れ目のないケアに気付く】【戸惑う家族
に手を添える】【家族の苦痛を緩和する】の５つ
の概念から構成された。
「その中でも患者さんは一生懸命生きている中

で、日常生活援助を行うところを見て」【救命の
中の「日常生活」を知る】。清拭・おむつ交換・
陰部洗浄など清潔にするという行為の中で、患者
は生きている、生活する人として捉えることが出
来ていた。「急性期の看護師は患者さんの状態変
化に関しての対応が速く適確である」ことに【看
護の使命を支える技術に気づく】。「急性期実習で
は看護とは患者様の命にかかわっていく人間であ
り、いつも積極的に、切れ目なくケアを提供する
こと」と【切れ目のないケアに気づく】。そして
看護の対象は患者に限定されず、「家族は、苦し
んで疲れ果てた患者をみて、少し戸惑ったような
様子がみられた時に、看護師は「手を握ってあげ
てください」や「声をかけていただいて大丈夫で
すよ」と言って、家族の手助けをしていた」よう
に【戸惑う家族に手を添える】ことや、「家族の
面会の前に家族の苦しむ姿を見せることはよくな
いと、モルヒネの投与を行ったり、タオルでの拘
束を解いたりなど」と【家族の苦痛を緩和する】
ことが、実践されているケアに気付いていた。

＜自分に置き換えて看護を学ぶ＞は、【主体を
おきかえ考える】【患者に近いと感じる】【患者の
気づかいを知る】の３つに概念から構成された。
「ダンピング症候群の指導をした際、患者が気

にかけていること、不安に感じることを考えた」
と記述されたように、【主体をおきかえ考える】。

「看護師は手術前から手術後、退院するまで患者
と一番近い人間である」と【患者に近いと感じる】
反面、安全のためトイレ歩行時に見守る看護師の
行為について「トイレに行くと看護師が飛んでき
て・・」と言った患者の言葉に、「かえって患者
に不快な思いをさせてしまっていることに気づい
た」と【患者の気づかいを知る】。＜自分に置き
換えて看護を学ぶ＞は、学生が術前・術後の看護
援助を実施する際に、援助を受ける患者の立場に
立ち看護を受ける側の思いを受け止めていた。

＜常に考え出来ることを援助する＞は、【常に
考え前に進む】【自分にできることをする】【共に

考え援助する】の３つの概念から構成された。
「看護師として患者の死や家族が延命治療を希

望するかどうかなど」【常に考え前に進む】、「患
者が車椅子を自走できるため、押すより見守りの
介助をするよう声をかけた」【自分に出来ること
を支える】、「病棟の援助を行う時、一緒に考える
ことで患者と分かりあえた気がし看護を行えた」
と記述された【共に考え援助する】ことを実践し
ていた。

＜常に考え援助する＞は、周術期の看護援助を
患者の立場で考え、何が必要かを共に考え、援助
することを看護師の立ち位置と考えて実践してい
た。

＜患者を支え伴走する＞は【先行きをナビする】
【「看護る」を伝えるタッチング】【安全・安心の
ための抑制】【話の受け手として寄り添う】【伝わ
らなくてもあたりまえに声をかける】【表情から
痛みを知る】【最善のケアのために知識を刷新す
る】の７つの概念から構成された。
「病棟で手術直前になり不安そうにしている患

者さんに対してタッチングしながら再度手術まで
の流れなどの説明を行い、不安の軽減を図ってい
た」【先行きをナビする】や「手術する部屋に入
るまで、患者さんが歩いている時に、看護師は患
者さんの肩（背中）に手を添えていた」【「看護る」
を伝えるタッチング】は未知の体験へのナビゲー
ションをするように寄り添い、患者に安心感を与
えられる存在が看護師の姿だと感じていた。
「せん妄から看護師の話を理解できず、活発に

動き回り、足をベッド柵にぶつけたり、ベッドの
外に出すことが頻繁にみられた」 患者に対する

【安全・安心のための抑制】、「患者さんに、いつ
も話し相手になって親身に寄り添ってくれてあり
がとう、と言われ、お礼のお手紙を渡された」【話
の受け手として寄り添う】、「ICUでレベル300の
患者さんに対しても『きれいな髪やね。ちょっと
痛いかもしれんけど、がんばるよ』など意識のあ
る患者さんに対する接し方と同じように接し、洗
髪・口腔ケア・全身清拭を行う場面」【伝わらな
くてもあたりまえに声をかける】、「入院して２週
間たった患者さんの洗髪を行った。寝たきりで呼
吸器もつけており、言葉も発せないが、顔の症状
で痛みなどが分かった」【表情から痛みを知る】な
どのケアに、急性期を乗り切る患者を支えること
を日々実践する看護を見出していた。「看護師さ
んたちは、働きながら常に勉強している姿がみら
れた。なので、看護とは患者に最善のケアを提供
するには、知識が一番大事であることがわかった」

成人看護学実習「急性期」を通して育まれる看護学生の看護観の様相
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と記述された【最善のケアのために知識を刷新す
る】ことによって実現する看護と捉えていた。

≪患者を支え伴走する≫は急性期看護を体感す
る学生の中で、臨地の看護師たちは、様々な卓越
したケアを実践して見せ、共に実践することで実
感された看護として、コアカテゴリーとした。

５．考察
看護の臨地実習は、看護職者が行う実践の中に

学生が身を置き、看護職者の立場でケアを行うこ
とである。 この学習過程では、 学内で学んだ知
識・技術・態度の統合を図りつつ、看護方法を習
得する。学生は、対象者に向けて看護行為を行い、
その過程で、学内で学んだものを自ら実地に検証
し、より一層理解を深める。言い換えると、看護
の方法について、「知る」「わかる」段階から「使
う」「実践できる」段階に到達させるために臨地
実習は不可欠な過程である18）。

臨地実習における学生の学びの段階と看護観の
形成過程について考察する。
５．１

生成されたカテゴリーを実習における学生の学
びの４つの段階ごとに述べる。
「知る」　学生は援助論の講義や学内演習で周

術期の患者や療養環境について学び、周術期の回
復支援をシミュレーションしながら、臨地の実習
に臨む。しかし、臨床のスピード感や術後の変化
は学生の想定以上であり、現実にひるみ、ゆさぶ
られ、圧倒されて手が出ない経験をする。指導者
による具体的な説明と実践を目の当たりにし、 
≪患者を支え伴走する≫看護を肌で感じて「知る」
に至っていた。
「わかる」　自分が患者や家族だったらと考え、

人工呼吸器をつけた患者の洗髪や意識障害のある
患者への手浴など、自分にもできる援助があるこ
とに思い至る。そして急性期の場にある日常生活
が現実のものとして意識化され「わかる」を体感
する。展開されるケアに看護師の技術や家族看護
の実践を理解し、目の前にある≪患者を支え伴走
する≫を理解するに至る。
「使う」「実践できる」　学生は、看護師ととも

にケアに参加し援助を実践する中で、自分に出来
ることを考え援助につなげる。 ＜日常生活を創 
る＞ケアの一端を担い、経験することで、看護師
の＜患者を支え伴奏する＞に倣いながら、自分に
できる「使う」「実践する」を体感し経験してい
た。

臨地実習において、「知る」「わかる」から「使

う」「実践できる」への段階をたどり、１つ１つ
の援助行為の中に看護を形作っていくと考えられ
た。 
５．２

学生の看護観の形成過程について考察する。
畑中らは看護観の発展について、「〈自己の看護

が揺らぐ体験に直面〉をした看護師が〈体験との
向き合い〉により〈自己の看護の考え方の広がり〉
を得て〈めざす看護の定まり〉がなされる【看護
観形成過程】と，その実現に向け〈看護ケア方法
の探索〉をして〈めざす看護を意識した看護ケア
の実践〉を行い〈看護ケアの承認による看護への
自信〉を得る過程を繰り返し〈体験の積み上げに
よる看護観の確立〉に至る【看護観確立過程】が
あった」と述べている19）。

本研究において、学生は周術期の看護過程を展
開する成人看護学実習（急性期）において、＜急
性期の「場」に圧倒される＞という臨地の看護場
面に揺らぐ体験をする。＜日常生活を創るケア＞
を指導の下、実践する中で、実習の経験を＜自分
に置き換えて看護を学ぶ＞ことで向き合い、＜常
に考え出来ることを援助する＞ことで自己の看護
の広がりを得て、≪患者を支え伴奏する≫過程の
中で、学生の看護観は育まれていた。

本研究で、学生は急性期の現場に立ち、＜急性
期の「場」に圧倒される＞中で、自己の看護が揺
らぐ体験をし、＜日常生活を創るケア＞＜自分に
置き換えて看護を学ぶ＞を通して、体験と向き合
い、自己の看護の考え方の広がりを経験している
のではないだろうか。さらに、＜常に考え出来る
ことを援助する＞ことを心がけ、看護師とともに
ケアする実習を通して≪患者を支え伴走する≫看
護に参加し、急性期看護における看護観を形成し
確立する過程を歩んでいると考察した。この過程
は臨床における看護師の看護観と同様に、看護学
生も【看護観形成過程】と【看護観確立過程】の
過程を辿っていると想定された。

看護教育や実習学生指導においては、学生が＜
急性期の「場」に圧倒される＞経験をしている状
況を捉え、揺らぐ体験を支持し、ICU・HCUのク
リティカルな現場であっても、周術期を過ごす急
性期病棟であっても、＜日常生活を創るケア＞は
患者ともに在り、 看護師の「手」 によって成り
立っていることに気付き、＜自分に置き換えて看
護を学ぶ＞＜常に考え出来ることを援助する＞こ
とから≪患者を支え伴奏する≫看護を自分なりに
築けるよう支援することが求められる。教員と臨
地指導者がこの過程を理解し学生の状況を情報共
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有し学生の学びを支援することで、学生の急性期
看護における看護観は確実に形成されていくと考
えられた。

６．結論
成人看護学実習（急性期）を通して、短大看護

学生の看護観は、＜急性期の場に圧倒される＞現
実に出会い、指導を受けながら実習する中で、＜
日常生活を創るケア＞に気付き、患者や家族の姿
を＜自分におきかえて看護を学ぶ＞。さらに＜常
に考え出来ることを援助する＞ことで、≪患者を
支え伴走する看護≫を目指して育まれていた。

７．研究の限界
本研究は、コロナ禍において、臨地実習を行え

た学生に対して同意を得て行った研究である。一
般化には限界があると考える。

謝辞
本研究において、看護を感じた場面を再構築し

記述していただいた看護学生の皆様のご協力に深
く感謝するとともに厚く御礼申し上げます。

付記
本研究は、日本看護科学学会第43回学術集会に

おいて示説発表したものに、加筆修正した。

引用文献
１）山下暢子、舟島なをみ、中山登志子、看護教

育学研究、Vol.27. No.1、pp51-65、2018
２）高比祥子、吉田恵理子他、看護学生が抱く手

術直後患者の観察における困難感と対処、日
本看護研究学会誌、Vol.39. No.4、pp115-124、
2016

３）吉井美穂、八塚美樹他、周手術期実習におけ
る手術に対するイメージの変化、富山医科薬
科大学看護学会誌、 第５巻２号、 ｐｐ103-
107、2004

４）青木郁子、林久美子、柴裕子、成人看護学実
習における学生のストレスとストレス・コー
ピングに関する文献的考察、中部学院大学・
中部学院大学短期大学　研究紀要　第24号、
pp17-24、2023

５）菊池有紀、吉岡さおり他、周手術期・急性期
実習における学生の精神健康度の変化とスト
レス・コーピング、国際医療福祉大学学会誌、
第23巻１号、2018

６）服部由佳、小幡光子、磯和勅子、周手術期実

習における看護学生のストレス反応と情動、
７） 佐藤美紀子、 森山美香他、 成人看護学実習

（急性期）における看護学生の成功体験、島
根大学医学部紀要、第35号、pp39-46、2012

８）河合てる美、中田智子、中井里江、成人看護
学実習におけるICU実習での学生の学びの構
造、 共創福祉 、 第10巻第２号、pp９-20、
2015

９）河合てる美、中田智子他、成人看護学実習に
おける手術室実習での学生の学び―手術室実
習記録の分析からの考察―、共創福祉、第９
巻第１号、pp１-15、2014

10）橋本茂子、黒田裕美、周手術期看護実習の体
験を通して学生が振り返った学びの

11）吉村弥須子、白田久美子、周手術期看護実習
における学生の体験からの学び：ICUに入室
した患者への術後看護の体験、大阪市立大学
看護学雑誌、３巻、pp49-60、2007

12）神谷美香、武藤英理他、看護観の構造（第３
報）―A短期大学学生の３年次における看護
観の特徴と変化―朝日大学保健医療部看護学
科紀要、第６号、pp17-26、2020

13）秋山優美、加藤隆雄、臨地実習における看護
学生の看護観の変化―基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ
の「実習のまとめ」のテキストマイニング分
析―、生命健康科学研究所紀要、Vol.17,2020

14）青木亜砂子、佐々木律子、看護学生の看護観
の形成に関する文献検討、北海道文教大学研
究紀要、第43号、pp107-116、2019

15）園田麻莉子、上原充世、成人看護学実習にお
ける看護の概念化に関する考察、鹿児島純心
女子大学看護栄養学部紀要、Vol.19、pp27-36、
2015

16）細川つや子、名越恵美他、看護観形成と臨地
実習における今後の課題、吉備国際大学　保
健科学紀要、第11号、pp15-21、2006

17）石渡智恵美、菱刈美和子、周手術期実習にお
けるICU・HCU看護実習を体験した学生の学
びと看護観に関する研究、 帝京大学紀要、
Vol.14、pp111-116、2018

18）文科省：臨地実習指導体制と新卒者の支援　
１．臨地実習の在り方
https://www.mext.go.jp/b_menu//chousa/
koutou/018/gaiyou/020401c.htm

19）畑中純子、伊藤　收、看護観が体験から発展
するまでの 看護師の思考のプロセス、日本看
護科学会誌、Vol. 36、pp163–171、2016

成人看護学実習「急性期」を通して育まれる看護学生の看護観の様相
　

21



＊表：生成されたカテゴリーと概念

＊結果図

カテゴリー 概念
先行きをナビする
看護るを伝えるタッチング
安全・安心のための抑制
話の受け手として寄り添う
伝わらなくてもあたりまえに声をかける
表情から痛みを知る
最善のケアのために知識を刷新する
生命維持の最前線にひるむ
瞬時の対応に圧倒される
現場の臨場感にゆさぶられる
微細な変化を察知する
現場のケアに手が動かない
救命の中の「日常生活」を知る
看護の使命を支える技術に気付く
切れ目のないケアに気付く
⼾惑う家族に手を添える
家族の苦痛を緩和する
主体をおきかえ考える
患者に近いと感じる
患者の気づかいを知る
常に考え前に進む
自分にできることをする
共に考え援助する

患者を支え伴走する

急性期の「場」に圧倒される

日常生活を創るケア

自分に置き換えて看護を学ぶ

常に考え出来ることを援助する

臨地 

周術期病棟 

手術室 

ICU・HCU 

患者を支え伴走する

講義・学内演習 

知る：臨地で知る 

  できる：体験して確信する 

わかる：体験して気付く 

日常生活を創る 

ケア

急性期の「場」

に圧倒される 
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How perspectives on nursing are nurtured in nursing students 
through the Adult Nursing Practicum  (acute care)  

 

Tatsuko OHASHI
Department of Nursing, Toyama College of Welfare Science

Abstract：
To understand how perspectives on nursing are nurtured in nursing students during the Adult 

Nursing Practicum  (acute care), anonymous,descriptive questionnaires were distributed to second-year 
nursing students in A community college after the practicum. Upon analysis, 23 concepts and ５ catego-
ries were generated. 

Through the Adult Nursing Practicum  (acute care), the students were ＜overwhelmed by the reali-
ty of acute care＞ in perioperative units, operating rooms, and intensive care units. While being taught 
by clinical instructors, the students became aware of ＜the care that created daily lives＞ and ＜
learned nursing by putting themselves in the shoes of patients and their families.＞ In addition, the stu-
dents experienced acute care nursing and created their perspectives on perioperative nursing by ＜
constantly thinking what they could do and help＞ to 《support patients and run along with them.》 

Keywords: Nursing students, perspectives on nursing , Nursing Practicum I (acute care)
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保育者養成における造形表現とオンライン授業の課題と可能性
　

岡野　宏宣
富山福祉短期大学　幼児教育学科
（2024.8.20受稿,2024.11.25受理）

要旨
本論文は、「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」、および「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

を基に、領域「表現」における造形表現授業の目的とねらいを再検討し、具体的な授業実践を通じて、造
形表現授業に必要な要素を探求する。造形表現が子どもたちの視覚や触覚、さらには五感全体を通じてモ
ノとの直接的な関わりを深め、感性を育むと同時に、創造的な活動に繋がることを明らかにし、保育者養
成における造形表現授業の在り方を研究した。新型コロナウイルスの影響の中で、モノとの直接的な関わ
りを重視する造形表現授業は、オンライン授業では従来の方法で十分な学習体験を提供できない状況に直
面した。この課題を受けて、オンラインでの造形表現授業の可能性を探り、その課題とメリットを検討し
た。特に、オンライン授業が従来の造形表現の教育方法としてどのように機能するか、また、ハイブリッ
ド学習モデルの採用や新技術の柔軟な活用について提案をおこなった。

キーワード：オンライン、造形表現、モノ、利点、ハイブリッド

１．はじめに
新型コロナウイルス（COVID-19） のパンデ

ミックを機に近年、教育界において大きな変化が
見られるようになり、教育方法における根本的な
転換点となった。このパンデミックがもたらした
社会的、文化的影響の中で、オンライン教育への
急速な移行は顕著な現象として挙げられる。従来
の教育システムは、対面式の学習を基本としてい
たが、感染症の拡大を防ぐために教育機関では一
時的あるいは長期的に閉鎖を余儀なくされ、その
結果、デジタル技術やサービスを利用したオンラ
イン授業へと急速にシフトすることになった。こ
の変化は、特に造形表現授業のような実技を要す
る教科において、教育方法と教育内容の再考を迫
るものとなった。造形表現授業は、通常、対面で
のデモンストレーション、素材の手触りや質感の
直接的な理解、そして教師と学生間の対話を重視
するものである。しかし、オンライン授業の導入
により、これらの要素をどのように変化させ、ま
たどのように展開すればよいのか、という問いが
生じた。

2．研究目的
本研究の目的は、造形表現授業の目的やねらい

を再確認したうえで、造形表現授業の目的やねら
いを維持したままオンライン化することができる
のか、オンライン化するための課題と可能性に着

目し、オンライン環境での教育がこれらの造形表
現の特性や学習体験にどのような影響を与えるの
かを分析する。また新型コロナウイルスの影響か
ら解放された将来の教育にどのように影響を与え
るのかを考察をする。

3．研究方法
この研究では、「幼稚園教育要領」、「保育所保

育指針」、および「幼保連携型認定こども園教育・
保育要領」に示された領域「表現」の目的、造形
表現授業の学生が学ぶ内容と、造形表現授業の１
コマの流れを比較し、造形表現授業の特徴を再確
認する。その後、オンライン造形表現授業の課題
を検証し、利点と併せて、授業のオンライン化が
これからの授業方法にどのような影響を与えるか
を検証する。オンライン造形授業の有効性、課題、
および改善策についての検証を行い、オンライン
授業の未来に向けた方向性を探求する。

４．保育者養成課程における造形表現授業の目的
保育・幼児教育の現場での指導にあたっては、

「幼稚園教育要領」１）、「保育所保育指針」２）、「幼
保連携型認定こども園教育・保育要領」３）に「健
康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の五つの
視点が示され、それぞれの領域ごとに保育・教育
のねらい及び内容がまとめられている。この中で
も、領域「表現」は「感性と表現に関する領域」
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とされており、造形表現活動と特に深く関係する
内容が示されている。 領域「表現」 の目的は、

「感じたことや考えたことを自分なりに表現する
ことを通して、豊かな感性や表現する力を養い、
創造性を豊かにする」ことであり、この目的のも
とに、「いろいろなものの美しさなどに対する豊
かな感性をもつ」「感じたことや考えたことを自
分なりに表現して楽しむ」「生活の中でイメージ
を豊かにし、様々な表現を楽しむ」という、ねら
いと内容が提示されている。保育・幼児教育にお
ける子どもの造形活動では、領域「表現」の 内容
を軸としながら、ほか四領域との関連を含めて組
み立てられていくことが望ましいと言える。以上
を踏まえると、保育者養成における造形表現に関
する科目の役割は、「学生が将来、保育・幼児教
育の現場において、子どもたちの様々な力が豊か
に育まれるような造形表現の体験を支援するため
に、造形技法・材料・用具に関する知識、技能を
修得し、子どもの姿やねらいに応じた活動として
実践できる力を育てること」４） であると考える。 
造形表現に関する科目は「幼児と造形表現」「保
育内容（表現）」「保育内容（造形表現） の指導

法」と複数あるが、本論文では総じて「造形表現
授業」と表記する。主に学ぶ内容としては「造形
的基礎力」「造形を通しての表現」「保育現場で造
形表現に用いられる材料・素材・用具」「保育現
場で造形表現を行うための指導法」などである。

５．対面授業時の造形表現授業の在り方
造形表現授業では、「①造形的基礎力」「②造形

を通しての表現」「③保育現場で造形表現に用い
られる材料・素材・用具」「④保育現場で造形表
現を行うための指導法」について作品制作を通し
て学ぶことになる。90分のうち20分程度、①～
④の基礎的な知識、また授業で制作する題材に関
連した知識について講義を行う。60分程度実際に
制作をする中で①～④について、さらに実体験を
通して学び、最後の10分程度は作品の鑑賞や授業
の振り返りを行い、知識と実体験の統合を行う時
間としている。下記は2023年１月A短期大学にて

「科目名：幼児と造形表現（１年次対象）」で実際
に行った「小枝のオブジェ」制作の授業の行程で
ある。行程に沿って、学びの①～④をあてはめて
みる。

●制作事例

題材名：「小枝のオブジェ」 授業時間：90分(内、制作時間65分) 対面授業 

内 容：自然物である小枝は一つひとつの形が不揃いで、枝の太さや、枝の先端では予想できないところで向きが変わ

ったりしており、自然物ならではの形の面白さがある。そのような枝を組み合わせ、枝の先端を延長してみた

り、枝同士を組み合わせて幾何学的な形にしたりして、3次元的なオブジェを制作し、空間表現を楽しむ。ま

た、組み合わせるときの固定する材料としては毛糸やモールなどの異素材を使って、自然物と異素材の組み合

わせを楽しむ。 

ねらい：・自然物の形の面白さを知る ・異素材の組み合わせの面白さを知る ・毛糸やモールで固定する方法や力加

減を学ぶ ・モノを空間的に捉える力を養う ・他者の作品や制作の様子を見て工夫する方法や新しいアイデ

ィアを発見する 

材 料：枝A・太さ1㎝～1.5㎝で長さ25㎝程度にきったもの 

枝B・枝の先端部分で長さ30㎝程度のもの（直線的ではなく、ある程度枝の向きが途中で変化している枝が望

ましい） 

毛糸（各色）・長さに制限はなく、必要に応じて切って使用する 

モール（各色）・本数に制限はない

はさみ・毛糸、モールを切るために使用する

※枝は折ったり、切ったりせずに使用すること

枝A 枝B モール 毛糸  

時間経過 授業の進行 教員からの援助 材料 ①～④

講義 

（20分） 

・子ども達と自然物の関

わりについて（講義）

・自然物を用いた作品に

ついてアーティストや

子どもの作品から知る

（講義）

・スライドや写真を用いて視覚的に説明

する

② ④

制作導入 

  （10分） 

・制作の内容、材料・用

具、制作方法などを説

明する

・材料の枝を見せ、自然物である枝の不

揃いさや、枝の形の面白さを伝える

・試作したものを見せる

・デモンストレーションとして実際に制

作して見せる

① ② ③

④

制作プロセスⅠ 

  （15分） 

・枝を選ぶ ・枝を選ぶ時のポイントを伝える（枝の

曲がり具合や太さなど）

・枝は学生に配布するのではなく、学生

自身が気に入った枝を選べるように教

室に配置する

枝A 

枝B 

① ②

制作プロセスⅡ 

（15分） 

・モールを使って枝をつ

なぎ合わせる

・枝の曲がり具合や方向を利用してオブ

ジェを組み立てる。自然物の持つ形の

特性と、自分自身のイメージを掛け合

わせる

・モールの色にも着目し、枝と枝をつな

ぎ合わせるように伝える。

枝A 

枝B 

モール

① ② ③

制作プロセスⅢ 

仕上げ 

（20分） 

・毛糸を使って、枝同士

のつなぎを補強し、飾り

付けを行う

・つなぎ合わせた枝同士の上から毛糸を

巻き付けることで補強し、毛糸を巻く

ことによって枝から別の物へと変容さ

せて飾り付けを行う。

・枝でできた空間の中に毛糸をたらした

り、枝の先から枝の先まで空間に張っ

てみることで空間も作品の一部にす

る。

枝A 

枝B 

モール

（各色）

毛糸 

（各色） 

はさみ 

① ② ③

鑑 賞 

振り返り 

（10分） 

・机の上を片付け、作品

のみを置き、他者の作品

を鑑賞して回る。

・展開として、同じ机で

制作をしていた学生同士

で、作品を組み合わせる

ことを提案する

・ラベルシールに作品名と学生名を記入

し、作品の前に貼る。机を回りながら

鑑賞することで、作品と作者の名前を

共有する。デザイン性、オリジナル

性、頑丈さ、大きさ、高さなど複数の

視点で作品を鑑賞するように伝える。

・他の学生の作品と組み合わせることに

より、自分自身の意図していた形から

変化が見られ、新しい発見を行う

② ④

個々の作品を組み合わせて作られた作品 

（各色）
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「小枝のオブジェ」制作の授業において、①～
④の学びは、講義的な授業の中だけでなく、制作
する中でも学ぶことができる。むしろ、「③保育
現場で造形表現に用いられる材料・素材・用具」
については実際に材料・素材・用具に直接触れ、
制作をしている中でこそ学びに繋がっていること
が分かる。また、鑑賞の部分では個々の作品の鑑
賞と振り返り後、ほかの学生と組み合わせてみる
ことで、作品そのものの形や、空間性が変化し、
自分自身の作品も客観的に鑑賞することに繋がり、
新しい発見につながると考える。

６．モノとの直接的関わり
保育・幼児教育における造形活動は、子どもた

ちが絵の具、粘土、紙、布、自然物（葉、花、枝、

石、砂、水、雪、他）など様々な素材を使って、
自由に形を作り、色を塗り、物を作ることを通じ
て、感じたことや考えたことを自分なりに表現す
ることである。そこには、素材というモノがあり、
また、作るための用具（ハサミ、糊、セロテープ、
ホッチキス、筆など）というモノが存在している。
椙山女学園の磯部錦司先生は「造形活動は、直接
的にモノと関わり、モノとの相互作用において生
まれる活動である。視覚や触覚、五感を通したそ
の活動は、感じることを豊かにし、環境に対する
感じ方を深め、創造的な活動を生み出し、表現を
豊かにして子ども達は自分の存在を鮮明に確かな
ものにしていく」「幼児の造形活動において重要
なことはモノへの感じ方を深める直接的な体験を
豊かにしていくことである」「子ども達はモノと

題材名：「小枝のオブジェ」 授業時間：90分(内、制作時間65分) 対面授業 

内 容：自然物である小枝は一つひとつの形が不揃いで、枝の太さや、枝の先端では予想できないところで向きが変わ

ったりしており、自然物ならではの形の面白さがある。そのような枝を組み合わせ、枝の先端を延長してみた

り、枝同士を組み合わせて幾何学的な形にしたりして、3次元的なオブジェを制作し、空間表現を楽しむ。ま

た、組み合わせるときの固定する材料としては毛糸やモールなどの異素材を使って、自然物と異素材の組み合

わせを楽しむ。 

ねらい：・自然物の形の面白さを知る ・異素材の組み合わせの面白さを知る ・毛糸やモールで固定する方法や力加

減を学ぶ ・モノを空間的に捉える力を養う ・他者の作品や制作の様子を見て工夫する方法や新しいアイデ

ィアを発見する 

材 料：枝A・太さ1㎝～1.5㎝で長さ25㎝程度にきったもの 

枝B・枝の先端部分で長さ30㎝程度のもの（直線的ではなく、ある程度枝の向きが途中で変化している枝が望

ましい） 

毛糸（各色）・長さに制限はなく、必要に応じて切って使用する 

モール（各色）・本数に制限はない

はさみ・毛糸、モールを切るために使用する

※枝は折ったり、切ったりせずに使用すること

枝A 枝B モール 毛糸  

時間経過 授業の進行 教員からの援助 材料 ①～④

講義 

（20分） 

・子ども達と自然物の関

わりについて（講義）

・自然物を用いた作品に

ついてアーティストや

子どもの作品から知る

（講義）

・スライドや写真を用いて視覚的に説明

する

② ④

制作導入 

  （10分） 

・制作の内容、材料・用

具、制作方法などを説

明する

・材料の枝を見せ、自然物である枝の不

揃いさや、枝の形の面白さを伝える

・試作したものを見せる

・デモンストレーションとして実際に制

作して見せる

① ② ③

④

制作プロセスⅠ 

  （15分） 

・枝を選ぶ ・枝を選ぶ時のポイントを伝える（枝の

曲がり具合や太さなど）

・枝は学生に配布するのではなく、学生

自身が気に入った枝を選べるように教

室に配置する

枝A 

枝B 

① ②

制作プロセスⅡ 

（15分） 

・モールを使って枝をつ

なぎ合わせる

・枝の曲がり具合や方向を利用してオブ

ジェを組み立てる。自然物の持つ形の

特性と、自分自身のイメージを掛け合

わせる

・モールの色にも着目し、枝と枝をつな

ぎ合わせるように伝える。

枝A 

枝B 

モール

① ② ③

制作プロセスⅢ 

仕上げ 

（20分） 

・毛糸を使って、枝同士

のつなぎを補強し、飾り

付けを行う

・つなぎ合わせた枝同士の上から毛糸を

巻き付けることで補強し、毛糸を巻く

ことによって枝から別の物へと変容さ

せて飾り付けを行う。

・枝でできた空間の中に毛糸をたらした

り、枝の先から枝の先まで空間に張っ

てみることで空間も作品の一部にす

る。

枝A 

枝B 

モール

（各色）

毛糸 

（各色） 

はさみ 

① ② ③

鑑 賞 

振り返り 

（10分） 

・机の上を片付け、作品

のみを置き、他者の作品

を鑑賞して回る。

・展開として、同じ机で

制作をしていた学生同士

で、作品を組み合わせる

ことを提案する

・ラベルシールに作品名と学生名を記入

し、作品の前に貼る。机を回りながら

鑑賞することで、作品と作者の名前を

共有する。デザイン性、オリジナル

性、頑丈さ、大きさ、高さなど複数の

視点で作品を鑑賞するように伝える。

・他の学生の作品と組み合わせることに

より、自分自身の意図していた形から

変化が見られ、新しい発見を行う

② ④

個々の作品を組み合わせて作られた作品 

（各色）
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の直接的な関わりから意味を生成する活動へと行
為と展開させていくのである」５）とし、モノと直
接的に関わることが子どもたちの感性を豊かにす
ることに繋がると記している。これは、子どもに
限らず、保育者を目指す学生にとっても同じこと
が言える。保育者養成における造形表現に関する
科目の役割が、「学生が将来、保育・幼児教育の
現場において、子どもたちの様々な力が豊かに育
まれるような造形表現の体験を支援するために、
造形技法・材料・用具に関する知識、技能を修得
し、子どもの姿やねらいに応じた活動として実践
できる力を育てること」４）であるならば、学生が
将来、子どもたちの様々な力が豊かに育まれるよ
うな造形表現の体験を支援するためには、学生自
身にも素材・材料・用具（モノ）に関する知識、
直接的な関わり、実践的な学習体験が大事になっ
てくる。実践的な学習体験は、実際にさまざまな
素材・用具を使用して作品を制作する過程で得る
ことができる。この手作業による学習体験では、
単に技術を習得するだけでなく、感覚的な理解を
深めることにも繋がっていく。視覚や触覚などの
五感を用いて素材や用具に直接かかわることで
様々な情報を得ることによって感性が刺激され、
創造的な制作活動に繋がるのである。

７．オンライン造形表現授業の実際
2020年、新型コロナウイルス（COVID-19）の

パンデミックにより、短期大学の授業も緊急的に
オンライン授業へ切り替わることとなり、造形表
現授業もオンラインで行うこととなった。オンラ
イン化での造形表現授業を実施するにあたっての
事前の準備や実際については先行研究（岡野,2024,

「新型コロナウイルス禍における保育士養成校の
造形表現授業のオンライン化について：現状分析
と展望」）で示したように、材料は一括して画材
店で購入し、各学生に送付することで材料の違い
による個人差が出ないように調整し、各家庭にあ
る用具だけで制作できる造形プログラムを選定し
授業を行うことになった。授業の実践では、スラ
イドを用いた講義的な部分を増やし、制作に関し
ては限られた材料・用具を用いて、限定された造
形プログラムで制作することとなった。新型コロ
ナ禍で、学生は家を出て素材を探すこともかなわ
ず、用具も限定されたもののみという、モノとの
出会いを著しく制限されることとなった。対面で
行う授業において準備から制作、鑑賞までの流れ
は、保育・幼児教育現場での造形活動を想定した
上で行っているため、オンライン化された状況で

は臨場感をもって見ることは難しく、友達の作品
や制作の様子からから刺激を受ける機会も逃すこ
ととなり、 様々な課題があるオンライン授業と
なった。造形表現授業のオンライン化による課題
を以下にまとめて表記する。
●オンライン授業の課題
a．情報通信機器などの技術的な課題

オンライン授業には安定したインターネット接
続と適切なハードウェアが必須だが、すべての学
生がこれらのリソースにアクセスできるわけでは
ない。特に遠隔地や経済的に不利な地域に住む学
生にとっては、これが大きな障壁になることがあ
る。次に造形表現授業では素材の質感や色の正確
な認識、 制作における技術的なデモンストレー
ションなど、五感を通した指導が重要であるが、
オンラインではこれらの経験が制限される。
b．学生の自律性についての課題

オンライン造形表現授業では、スマートフォン
を使用して授業に参加している学生が多く、学生
が制作するときスマートフォンを制作の様子が見
えやすいように画角を調整することが難しく画面
と音声をオフにし制作を行うことや、スライドや
資料を共有する際には、教員の目が届かない環境
に身を置くことになる。そのため学生に自律性を
強く求めることとなり、計画性や自己管理能力が
不十分な学生は、この新しい学習環境で苦労する
可能性がある。
c．社会的相互作用についての課題

社会的相互作用の減少も大きなデメリットであ
る。対面授業では、クラスメートとの直接的な交
流を行うことで豊かな学習体験を得ることができ
るが、オンラインではこのような社会的相互作用
が限られ、孤立感を感じる学生も存在する。また、
教員からの即時かつ直接的なフィードバックが得
られにくいこともあり、学生が作品を制作する過
程における技術的なスキルの習得や、作品に対す
る洞察を深め改善や工夫するアイディアの獲得に
影響を与える可能性がある。また、クラスメート
との対話を通して一緒に学び、作業することで、
協力する能力やコミュニケーションスキルを向上
させる集団環境も必要である。
d．実践的なスキルの習得についての課題

実践的なスキルの習得が難しい場面があること
もオンライン造形表現授業の大きな問題点である。
特定の実践的な技術や素材に関する経験は、対面
における教室環境で得られることが多く、オンラ
イン下ではこれらの体験が限定される。また、学
生の家庭環境が学習に最適でない場合もあり、集
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中を妨げる要因が存在することがある。また、オ
ンラインでの学生の作品評価は対面で行う時と比
べて難しい場合がある。特に、作品の細部や質感
を正確に評価することが難しく、学生にとって不
利益となることも考えられる。

これらの課題に対して、機器を含めた情報通信
技術などハードウェアの向上や操作技術の向上、
学生の自律性や教員のオンライン下での授業方法
の確立、社会的相互作用が働く環境つくりなどの
様々な対応が求められ、今後、造形表現授業をオ
ンラインで行うには改善していく必要がある。し
かし、造形表現授業のオンライン化には課題だけ
でなく、新しい教育方法や教育環境の構築、造形
表現の新しい表現や社会的相互関係を作ることが
できる利点もあるのではないかと考える。

９．オンライン授業の可能性
授業のオンライン化がもたらす利点は以下のa

からｈの八つが考えられる。
a．オンライン授業は地理的な制約を取り除く

ことで、遠隔地に住む学生や通学が困難な学生に
も授業への参加機会を提供することができるよう
になり、より多くの学生が造形表現の教育を受け
られるようになる。対面型授業では難しかった教
室外（自然環境や造形作家のアトリエ、保育園や
幼稚園など）からの遠隔授業も可能になる。

b． オンデマンド形式のオンライン授業では、
学生は自分のペースで学習を進めることができ、
自分で時間の調整をしながら受講することが可能
となる。また録画された授業資料にいつでもアク
セスできるため、学習内容の復習と理解が深まる。

c．オンライン教育プラットフォームを活用す
ることで、豊富な教材、チュートリアル、デジタ
ルツールへのアクセスが可能となり、学生は多様
な学習資料を活用して技能を磨くことが可能にな
る。

d．デジタル技術を用いた造形表現の最新の技
術との統合は、学生に現代の造形表現に必要とさ
れる技術を学ぶ機会を提供することができる。

e．オンライン環境では、教員が個々の学生の
進捗に合わせてフィードバックを提供することが
容易になり、フォーラムやチャット機能を通じて
頻繁にコミュニケーションを取ることで、個別指
導を強化することができる。 また、 オンライン
ツールを使用することで、 学生間のコラボレー
ションが容易になる。

f．対面型授業では難しかった異なる地域の学
生と共同プロジェクトを行ったり、アイディアを

交換したりすることが可能となる。
g．環境への配慮もオンライン授業の重要な利

点と言える。物理的な教室への通学が不要になる
ことで、交通による環境への影響を減らすことが
できる。

h．交通費や物理的な教材のコスト削減により、
特に遠隔地に住む学生にとって経済的な負担が軽
減される。

これらの利点は授業の在り方を変容させ、新し
い造形表現授業の可能性を示唆してくれた。場所
にとらわれない授業の発信、教育プラットフォー
ムからの豊富な教材やデジタルツールへのアクセ
スにより新しいデジタルアートの制作、その他、
学生間のコラボレーションや地域プロジェクトへ
の参画など造形表現教育の新たな可能性を広げる
ことができると考える。

10．まとめ
新型コロナウイルス感染症は感染症法上の位置

づけが、2023年５月８日に「２類」から「５類」
へと移行された。感染者数は依然としてゼロには
ならないが、以前のようなパンデミックが発生す
る状況ではなくなり、ロックダウンによる緊急対
応としてのオンライン授業は当面ないと考える。

2024年現在、オンライン授業はもはや一時的な
緊急対応手段に留まらず、その利点を日常的な教
育にどのように活用していくかを検討する段階に
至っている。実際に、多くの教育機関で教員が実
演する作業をリアルタイムで配信し、学生がそれ
を見ながら同時に作業を行う「同時進行型」の授
業を行ったり、録画した授業を配信し、学生とっ
て取り組みやすいタイミングや場所で授業を受け
る「オンデマンド型」の授業形式を一部取り入れ
ている。また、リアルタイムのビデオ会議ツール
を活用したグループワークの導入も行われている
ところもある。また、授業外の学校業務のオンラ
イン化も進んでおり、学内の会議もオンラインで
おこなうことが一般化され、学生の出席管理や課
題提出もオンラインシステムを活用するケースが
増えており、教員と学生がオンライン上で簡単に
やり取りを行える仕組みが整備されつつある。ま
た、 学校行事の一部を動画配信に切り替えると
いった工夫も行われている。これにより、これま
で対面でしか行えなかった活動が、場所を選ばず
実施可能になり、柔軟な教育環境の構築が進んで
いる。

造形表現授業では、子ども達が「感じたことや
考えたことを自分なりに表現することを通して、
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豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かに
する」ために、将来、保育者として関わっていく
学生が、子どもたちの様々な力が豊かに育まれる
ような造形表現の体験を提供できるように、造形
技法・材料・用具に関する知識、技能を修得し、
子どもの姿やねらいに応じた活動として実践でき
る力を育てることを目的としている。そのために
は、素材・材料・用具（モノ）に関する知識、直
接的な関わり、実践的な学習体験が必要であり、
視覚や触覚などの五感を用いて素材や用具に直接
かかわることが不可欠である。そのため、造形表
現授業ではオンラインのみでの授業展開は難しい
と考える。しかし、近年の技術向上や、様々な教
育機関でのオンライン授業の実践による経験の蓄
積によって「8．オンライン授業の課題」等の改
善がなされてきたことや、「９．オンライン授業
の可能性」で示した利点を活用することを考える
と、オンライン授業と対面授業のハイブリッド型
の授業が理想的であると考える。

ハイブリット型の授業はこれまでの教育形態を
補完するだけでなく、オンラインの利点を活かし、
新しい造形教育の可能性を切り開くものである。

「特別な手段」ではなく、今後の標準的な授業形
態の一つとして、学生にとって子どもたちの感性
や創造性を育む方法を学ぶことができる授業形態
になると考える。
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Development of Art Expression and Online Classes 
in Early Childhood Educator Training

Hirotaka Okano
Toyama College of Welfare, Department of Early Childhood Education 

Abstract:
This paper revisits the objectives and aims of art expression classes within the "Expression" domain, 

based on the "Kindergarten Education Guidelines," "Nursery School Care Guidelines," and "Certified 
Children's Garden Education and Care Guidelines." Through detailed classroom practices, it investi-
gates the essential elements required for art expression classes. It demonstrates how art expression 
deepens children's direct interaction with objects through vision, touch, and all five senses, thereby 
nurturing their sensibility and leading to creative activities, and examines the role of art expression 
classes in early childhood educator training institutions. Amid the COVID-19 pandemic, art expression 
classes emphasizing direct interaction with objects faced challenges in providing adequate learning ex-
periences online. In response, this study explores the potential for online art expression classes, exam-
ining their challenges and benefits. Specifically, it assesses how online classes can function as an alter-
native to traditional methods of art expression education and proposes the adoption of hybrid learning 
models and the flexible use of new technologies.

Keywords: Online, Art Expression, Objects, Benefits, Hybrid

保育者養成における造形表現とオンライン授業の課題と可能性
　

31



『共創福祉』投稿規定

１．投稿の資格は富山福祉短期大学の教職員に限る。ただし、編集委員会が必要と認めた場合にはこの

限りではない。共著の場合、第１著者は原則として投稿資格を持つ者とする。

２．投稿される論文は未発表のものに限る。ただし、学会において一部発表（投稿）した内容を含むか、

学会で発表された複数の論文をまとめたものなどはその限りではない。

３．論文種別は総説、原著論文、研究報告、実践報告であり、以下のように定義される。

	総　　説：研究や教育についての動向や解説、また評論などについてまとめたもの。

	原著論文：一研究としてまとまって終結しており、結論や新たな知見が示されている論文である。

また論文内容の一部が学会等で発表（投稿）されていることが望ましい。

	研究報告：一研究の過程での部分的なまとまりで、実施方法、評価方法などの提案、また部分的

な結果を示す論文である。

	実践報告：教育方法の改善や、研究を進める上での改善などに関する報告、また短期的な研究・

教育の調査に関する報告などにあたる。

４．査読は原則として編集委員会が指名した２名の査読者によりなされる。

５．投稿原稿の採否決定および修正は査読の結果をもとに、編集委員会による審査を経て判断する。

６．本誌に掲載された論文の著作権は富山福祉短期大学に帰属する。

７．本規程の改正は編集委員会の議を経て、編集委員長の決定により行なわれる。

附則　この規程は平成27年４月１日から施行される。



『共創福祉』執筆要項

１．原稿はWord、Excel、PowerPointソフトにより作成し、紙媒体と電子媒体を作成する。紙媒体はA4
用紙に１行40字・40行とする。論文投稿時は紙媒体のみ、最終原稿提出時は紙媒体と電子媒体を提
出する。表・図の挿入位置は、本文の右側の欄外に記入する。

２．原稿の長さは原則として、本文・表・図を含めて20頁以内、刷り上がり時12頁以内とする。

３．原著論文は原則として、はじめに（序または研究の背景など）、研究目的、研究方法、結果、考察、結論、
謝辞、引用文献の順に構成する。

４．原稿は以下の順に書くものとする。
［第１頁］標題、所属名、著者名、和文要旨（500字程度）、和文キーワード（８語以内）。
［第２頁］英文で、標題、著者名、所属名、Abstract（450ワード程度）、Keywords（８語以内）。
［第３頁以降］
・本文：章、節の番号は、第１章に当るものは、“１”、第１章第１節に当るものは、“１. １”という

ように着ける。また、式番号は、章ごとに（２. １），（２. ２）のようにして、式の左側に
統一する。

・表：一枚の用紙に一つの表を書く。表の番号は論文中に現れる順に従って、表１、表２、…または、
Table １，Table ２のように書く。

・図：図の番号は論文中に現れる順に従って、図１、図２、…または、Fig. １、Fig. ２、…のように書く。

５．引用文献の書き方は、本文中で引用する順に、１）、２）というように項番を付ける。
・論文、研究報告等の場合
　著書名、表題、雑誌名（学会名）、巻、号、ページ（始―終）、発行年（発表年）
・雑誌の場合
　著書名、表題、雑誌名、巻、号、ページ（始―終）、発行年
・単行本などの場合
　著書名、書名、出版名、
・出版年編集書の中の一部の場合
　著者名、標題、編集書名（編集者名）、巻、ページ（始―終）、発行所名、発行年

６．本文中での引用文献の引用は、文献１）、文献２）のように記述する。

７．著者校正は原則として一回とする。その際、原著論文は、印刷上の誤り以外の字句や図版の訂正、挿入、
削除等は原則として行わない。



投稿論文チェックリスト

＊投稿する前に原稿を点検確認し，原稿を添付して提出して下さい．
　下記項目に従っていない場合は，投稿を受理しないことがあります．

□ １． 原稿の内容はほかの出版物にすでに発表、あるいは投稿されていない。

□ ２． 筆頭著者は富山福祉短期大学教職員である。

□ ３． 倫理的配慮を要する研究はその内容が記載されている。

□ ４． 英文要約は添削を受けている。　チェック・機関名

□ ５． 論文コピーは３件必要であり、２件には筆者名のないものとする。

□ ６．
原稿はWord、Excel、PowerPointソフトにより作成し、紙媒体と電子媒体を作成する。
紙媒体はＡ４用紙に１行40字・40行である。表・図の挿入位置は、本文の右側の欄外に
記入している。

□ ７． 原稿の長さは原則として、本文・表・図を含めて20頁以内、刷り上がり時12頁以内である。

□ ８．
論文は、はじめに（序または研究の背景など）、研究目的、研究方法、結果、考察、結論、
謝辞、引用文献の順に構成している。

□ ９．

原稿は以下の順に構成している。
［第１頁］標題、所属名、著者名、和文要旨（500字以内）、和文キーワード（８語以内）。
［第２頁］英文で、標題、著者名、所属名、Abstract（450ワード程度）、Keywords（８語
以内）。
［第３頁以降］
本文の章、節の番号は、第１章に当るものは、“１．”第１章第１節に当るものは、“１. １”
というように付ける。また、式番号は、章ごとに（２. １），（２. ２）のようにして、式の
左側に統一する。

□ 10．

表は一枚の用紙に一つの表を書く。表の番号は論文中に現れる順に従って、表１、表２、
…または、Table １、Table ２のように書いている。
また、図は論文中に現れる順に従って、図１、図２、…または、Fig. １、Fig. ２、…の
ように書いている。

□ 11．

引用文献の書き方は、本文中で引用する順に、１）、２）というように項番を付け以下の
ように記述している。
・論文、研究報告等の場合
　　　著書名、表題、雑誌名（学会名）、巻、号、ページ（始―終）、発行年（発表年）
・雑誌の場合
　　　著書名、表題、雑誌名、巻、号、ページ（始―終）、発行年
・単行本などの場合
　　　著書名、書名、出版名、
・出版年編集書の中の一部の場合
　　　著者名、標題、編集書名（編集者名）、巻、ページ（始―終）、発行所名、発行年

□ 12． 本文中での引用文献の引用は、文献１）、文献２）のように記述している。



編集委員会

編集委員長　　　石津　孝治

編 集 委 員　　　松尾　祐子　　小倉　之子　　古里　直子

　　　　　　　　炭谷　英信　　吉崎　朗光

共創福祉2024年　第19巻　第１号
Synergetic Walfare Science

2024年（令和６年）12月19日発行

編集・発行　　富山福祉短期大学
　　　　　　　〒939－0341　富山県射水市三ヶ579

印　　　刷　　㈱タニグチ印刷





Research Report

Research on changes in social work practical ability due to off-the-job supervision  

-Perspective of a social worker in charge of supporting the needy-

……………………………………………………………………… Naoki NAKAMURA 1

How perspectives on nursing are nurtured in nursing students through the Adult Nursing Practicum  

(acute care)  

……………………………………………………………………… Tatsuko OHASHI 17

Practice Report

Development of Art Expression and Online Classes in Early Childhood Educator Training

……………………………………………………………………… Hirotaka OKANO 25

Synergetic Welfare Science
Vol.19,  No.1,  2024

Contents

Toyama College of Welfare Science


